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はじめに
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■目的

● Jesse James Garrett の 5 段階モデル（戦略・ 
要件・構造・骨格・表層）を使って企業向けアプ
リの検討

● 特に「要件」から「構造」に落とし込む段階に関
して、どのように情報整理すべきか悩んでい
る。
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インタラクションデザイン
ユーザーがサイト上の各機能
に同反応するかを定義し、タス
クの実行を推進するアプリケー
ションフローを開発すること

情報アーキテクチャ
コンテンツへの直感的なアクセ
スを促すような情報空間の構
造的設計



チャットGPTに聞いてみた

SaaS / GUI プロダクトにおける「構造」の解釈

情報や機能の配置（ Information Architecture）
ウェブサイトの場合は「ページ階層」「リンク構造」などが中心ですが、SaaSやGUIアプリでは、どの機能がメイン画面に置かれる
かどのようなモジュール /メニュー構造で機能を分類するかどこからどの機能にアクセスできるかといったユーザーがシステム
を使いこなすための全体的な配置やつながりを意味 します。

ユーザーの操作フロー（ Task Flow / Interaction Design）
Webサイトだと単純な閲覧経路（サイトマップなど）を考えますが、SaaSだと「ユーザーがタスクを完了するまでの流れ」が重視
されます。たとえば「顧客データを登録する →レポートを作成する→それを共有する」という一連の流れをどう UIに落とし込む
かが「構造」にあたります。

画面間の遷移と情報の渡し方
Webサイトでは「リンクをクリック → 次のページ」の想定が一般的ですが、SaaS/GUIではモーダル、ドロップダウン、タブ、ステッ
プ形式ウィザードなど多彩なパターンが存在します。それらをどう配置し、どのように結び付けてユーザーがスムーズに操作で
きる形を作るかが「構造」での検討ポイント です。

データモデルとの紐づき
ウェブサイトの構造は“見せ方”重視になりがちですが、SaaS/GUI製品ではバックエンドのデータモデル（例: ユーザー／組織／
ロール／デバイス）とUIの構成が密接に関わります。どの権限レベルがどの操作を可能にし、画面に何が表示されるか、どの
ように編集できるかなど、機能・データ・ UIの三位一体で考える必要があります 。
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疑問
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１）要件定義、ワイヤーフレーム、デザインデータ、ソースコードで十分なのか？アウトプットから考えられ
る検討モレがあり、はまさに「構造」のところだと思うがどうか。 
 
 
２）「構造」についてのデザイナーとしての検討どうしていますか？ 
「OOUI」「UML」とかあるけどあまり情報ない。。。 
 

https://www.sociomedia.co.jp/7279


GUIデザインガイドブック
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GUIデザインガイドブック
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